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このメールジャーナルは今までは SABSNPO の内部向けのものでしたが、今回も、ひょっ

として、 少しでも興味を持っていただけるかも知れない方々にも配信を始めることにし

ました。 受信をしたくないと思われる方々は恐れ入りますが、その旨、下記 メールあ

て先にお知らせください。 
このメールは特に保存してくださらなくても、ジャーナルのバックナンバーとしてホームページ

（上記 URL）にありますのでいつでもごらんになれます。 

 
 

1）今日の話は昨日の続き、今日の続きはまた明日。 

1-1 “ 医学と生物学” （Medicine and Biology） 

私たちのバイオテクノロジー標準化支援協会の主たる後援団体である財団法人

緒方医学化学研究所には、その事業の一つとして 「医学生物学速報会」 が

あり原著論文、総説などを毎月 10 日に出版しています。 この雑誌は昭和 17
年(1943) 当時の東京大学医学部教授であった緒方富雄氏によって、“医学の歩

み”（週刊 医学書院出版）の姉妹雑誌として創刊されたものです。 最近、こ

の雑誌は看護学を始めとするパラメディカル領域にもその守備範囲を広げつつ

あります。修士論文、博士論文の公表には極めて手ごろで、迅速出版に適して

おります。 興味のある方は、ぜひ、インターネットで上記の緒方研究所にア

クセスして投稿条件などを調べてみてください。（下図は表紙の例です） 
1-2 緒方富雄先生は、上記研究所の初代の理事長でありました。専門的には血

清学の教授でありましたが、緒方洪庵の曾孫でもありました。その意味で免疫

学的な繋がりもあったというべきでしょう。 すなわち、緒方洪庵は多くの優

秀な弟子を育てたことはあまりにも有名ですが、大阪の種痘所をつくり、東京

の種痘所にも深く関係していていました。これは日本の免疫学の始まりという

http://www.sabsnpo.org/
http://www.sabsnpo.org/


だけではなく、それぞれ、大阪大学医学部、東京大学医学部に発展していった

のです。これも忘れてはならない事実です。 

  
 

２）第 18 回定例会の報告 

2-1 出席者 6 名（会員 5 名） 送付先確認メール（218 名） 
  ここで取り上げた固定化試薬を中心とするバイオテクノロジーの領域はき

わめて重要で将来大きな意味を持ってくるものと思われます。 
すなわち、例えてみれば、現在の太陽電池の領域と同じ様な意味合いで考えら

れます。 太陽エネルギーは薄く広く広がっているので纏めにくいのですが、

一旦、まとめれば膨大なものです。バイオテクノロジーの個々の事項は小さな

ものですが、その数は膨大です。 バイオテクノロジー領域も纏めにくいので、

ほったらかしにされていますが、全部を纏めれば巨大産業と成るはずです。 



2-2 次の３つの CD を資料として配布しました。 
① バイオリアクター―生化学的側面から”福井三郎、田中渥夫著（1986）        

② バイオリアクター 細野邦明（1990） 
③ 味覚センサー 吉川研一（1989） 

  
 

３) 第 19 回定例会のお知らせ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

バイオオテクノロジー標準化支援協会 第 19 回 定例会 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
日時 2010 年 04 月 23 日(金) 午後１時 30 分―４時 0 分 
   参加費：無料 
＊ （定例会は会員でも会員でなくても自由に出席して、自由に発言も出来ます。） 

友人同士誘い合わせてご出席ください。出席するのが面倒な方はメールでご意見をお

寄せください。 
   
場所 八雲クラブ（ニュー渋谷コーポラス 10 階-1001 号）(首都大学東京同窓会）  
   前回の出席者の方から会場の場所が分かり難いというコメントがありました。 
   簡単な見付け方は、まず、“東急ハンズ”と パルコ III   を見つけてください。ハ

ンズの 正面から見て左の辻（つまりハンズとパルコ III との間の道）を入るとハン

ズの商品の搬入口があります。 その搬入口に向かって左側がニュー渋谷コーポラ

スの入り口です。）地図はホームページ ジャーナルの 10 号に載っています。 
   住所： 渋谷区宇田川町 12-3 
   電話番号： 03-3770-2214 
 

話題  

“生命とは？ 物質か！”   

 第 18 回の定例会で生物試料（あるいは、生物そのもの）の試薬としての標準化の話

題を取り上げました。 これの関連して和田先生のこの書物の話が話題になりう

るものか取り上げてみたいと思います。 



 

 

４）ホームページに e-library のリストがあります。 会員の方はその中から

希望のものをご指摘ください。 
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